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研究成果概要 
 粒子種弁別・方向決定機能の基礎となる、三角柱形状の穴あきプラスチックシンチレ

ータの設計と開発を行った。加えて、宇宙線研究所にて、研究者間の打合せを行った。

開発の概要は下記のとおりである。 
１． 業者の選定 
２． 押し出し用金型の設計 
３． 押し出し時のパラメータの最適化 
 プラスチックシンチレータの材質は、通常産業界で用いられるプラスチックとは異な

ること、シンチレータの断面積が比較的大きく、かつ、穴の断面積がシンチレータの断

面積に比べて小さいことから、10 社以上の業者から断れれることとなり、業者の選定に

当初予想と比べて大きく時間がかかったが、最終的に東京都大田区の町工場が引き受け

てくれることとなった。 
 押し出し用金型の設計及びパラメータ

の最適化は、穴の形状を円形に保つ上で

重要であるが、穴の断面積が小さいこと、

その様な形状の三角柱シンチレータの押

し出しは国内では経験がなかったことか

ら、同様に困難であったが、試行錯誤の

結果、使用に耐えるシンチレータの開発

に成功した。 

整理番号  
 

図 1：開発したシンチレータの写真 
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